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町
の
教
育
や
文
化
、
体
育
等
の
振
興
に
功

績
の
あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
を
表
彰
す
る
町

教
育
委
員
会
表
彰
式
が
、
１
月
27
日（
火
）、

午
後
３
時
30
分
か
ら
町
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
稲
田
耕
筰
教
育
委
員
長
が「
こ

れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
活
躍
し
、
町
の
教
育
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
協

力
し
て
く
だ
さ
い
。」と
あ
い

さ
つ
、
木
賊
町
長
と
木
原
秀

男
町
議
会
副
議
長
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
稲
田
教
育
委

員
長
か
ら
ふ
く
し
ま
駅
伝
に

10
年
間
出
場
し
て
い
る
真

船
敬
英
さ
ん（
岡
ノ
内
）を
は

じ
め
と
す
る
10
名
の
方
々
に

表
彰
状
が
、
町
育
英
資
金
に

多
額
の
寄
付
を
し
た
吉
田
新

市
さ
ん（
本
町
）に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。　
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４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
子
ど
も
達

に
仲
良
く
し
て
も
ら
う
た
め
、
鏡
石
幼
稚
園

と
鏡
石
保
育
所
で
は
、
２
月
６
日（
金
）午
前

10
時
か
ら
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

保
育
所
児
童
17
名
を
幼
稚
園
児
64
名
が
、

元
気
よ
く
出
迎
え
、
自
己
紹
介
や
歌
、
こ
ま

回
し
、
か
る
た
取
り
等
を
し
て
楽
し
い
時
間

を
す
ご
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
子
ど
も
達
も
、

遊
び
始
め
る
と
す
っ
か
り
と
う
ち
と
け
、
お

別
れ
の
際
に
は「
４
月
に
な
っ
た
ら
ま
た
遊

ぼ
う
ね
」と
握
手
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
17
日（
火
）、
午
後
１
時
30
分
か
ら
鏡
石

保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
町
民
約
50
名
が
参
加
し
健

康
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
田
西
ノ
内
病
院
の
清
野
弘
明
先
生
が「
糖

尿
病
と
高
脂
血
症
の
健
康
管
理
」と
い
う
テ
ー

マ
で
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
予
防
の
た
め
の
生
活

方
法
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
講
座
は
、
３
月
９
日（
火
）午
後
１
時

30
分
か
ら
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
開
催
し

ま
す
。
薬
剤
師
の
高
橋
武
彦
さ
ん
が「
身
近
な

薬
草
で
健
康
づ
く
り
」と
題
し
、
健
康
づ
く
り

へ
の
薬
草
の
活
用
法
に
つ
い
て
話
を
し
ま
す
。

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
福
島
第
96
団
の
総
会

及
び
入
隊
式
が
２
月
８
日（
日
）、
午
前
９

時
30
分
か
ら
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
隊
式
で
は
、
約
40
名
の
隊
員
が
出

席
し
、
山
野
邉
伸
一
郎
団
委
員
長
が
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
ほ
か
、
新
入
隊
員
や
上
進

者
が
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
福
島
第
96

団
で
は
、
現
在
、
新
入
隊
ス
カ
ウ
ト
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
児
か
ら
入
隊
で

き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
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町
商
工
会
新
春
経
営
講
演
会
が
２
月
７
日

（
土
）午
後
３
時
か
ら
鏡
石
舘
で
開
催
さ
れ
、

会
員
な
ど
１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
テ
レ
ビ
番
組「
マ
ネ
ー
の
虎
」で

お
馴
染
み
の（
株
）生
活
倉
庫
代
表
取
締
役
の

堀
之
内
九
一
郎
さ
ん
が
、
一
度
事
業
に
失
敗

し
た
こ
と
や
、
再
起
を
図
り
、
現
在
全
国
的

に
会
社
を
展
開
し
て
い
る
波
瀾
万
丈
の
半
生

に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
こ
の
不
況
の
な
か
事
業
で
成

功
す
る
秘
訣
が
何
な
の
か
を
得
る
た
め
に
熱

心
に
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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寿
大
学
の
本
校
と
各
分
校（
鏡
田
・
高
久

田
、
成
田
、
久
来
石
）の
閉
講
式
が
、
２
月

13
日（
金
）か
ら
20
日（
金
）の
期
間
中
に
開

催
さ
れ
、
１
７
７
人
に
終
了
証
書
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
寿
大
学
は
、
５
月
に
開
校
し

て
か
ら
こ
れ
ま
で
、
健
康
に
つ
い
て
の
出

前
講
座
や
学
習
会
会
場
周
辺
の
除
草
・
清

掃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
英
会
話
教
室
、
学

習
の
成
果
を
発
表
す
る
学
級
生
祭
り
な
ど

10
回
の
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
13
日（
金
）、
町
公
民
館
で
行
わ

れ
た
本
校
の
閉
講
式
で
は
、

参
加
者
全
員
で
唱
歌「
牧
場

の
朝
」
を
斉
唱
し
た
あ
と
、

斎
田
教
育
長
が
あ
い
さ
つ

し
、
来
賓
の
町
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
高
原
好
雄
会
長
が
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
面
川
公
民
館
長

か
ら
代
表
の
鈴
木
茂
一
さ
ん

に
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
、

皆
勤
賞
、
精
勤
賞
、
な
ど
の

表
彰
が
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
修
了
生
代
表
と

し
て
井
上
修
さ
ん
が「
寿
大

学
を
受
講
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
を
学
習
す
る
こ
と
で
、

教
養
や
知
識
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
豊
か
で
幸
せ
な
人
生
を
築

く
た
め
精
一
杯
努
力
し
て
い

き
ま
す
。」と
謝
辞
を
述
べ
式

を
閉
じ
ま
し
た
。
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